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1は じ め に

自給粗飼料のTDN含量推定法としては,飼料の一般成
分分析値と日本標準飼料成分表の消化率とから推定する方

法と,デタージェント分析や酵素分析によりADFな どの
特定成分を分析 し,回帰式に当てはめて推定する方法のい

ずれかが主として用いられている。

筆者ら4)は ,これまでに, トゥモロコンサイレージにつ

いては,こ の二つのTDN含量推定値と実測TDN含量が
非常に近似しているが ,乾草や牧草サイレージについては

推定方法間に大きな差があることを明らかにしてきた。

ここでは,これまでに実施してきた トウモロコシサイレ

ージ等と乾草又は牧草サイレージの併給による消化試験成

績を用いて,TDN摂 取量の実測値と先の二つの推定方法

表 1 各消化試験における供試飼料と給与量
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Iは り求めたTDN摂取量の推定値を比較し,乾草及び牧草
サイレージのTDN含量推定方法の精度について検討した。

2試 験 方 法

(1)消化試験 : ホルスタイン種成雌牛を3～ 4頭用い,
予備期 7日間,試験期 2～ 3日 間の全糞採取法により昭和
57年からω年にかけて 6回実施した。各消化試験における

供試乾草及び牧草サイレージと併給飼料の乾物給与量を表

1に示した。なお,消化試験 No l～ 3は泌乳牛を,Nc 4～
6は乾乳牛を用いた。

●)供試粗飼料 : 表 2に供試した乾草及び牧草サイレ
ージの成分組成を示 した。一般成分は常法により,OCC
+Oa(細胞内容物質+総繊維 a区分)及びDDM(乾物分
解率)はそれぞれ畜試の方法振 び阿部の方濃 )|こより求めた。
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0)TDN総 摂取量 : まず,乾草及び牧草サイレージ
のTDN含量の推定値を次のようにして求めた。成分表に
よる推定値は ,一般成分の分析値と日本標準銅料成分表の

該当する消化率とから算出した 回帰式による推定値は阿

部ら
'及
び阿部1)の提示した回帰式を用い,OCC+Oaま

たはDDヽり 分析値を挿入して求めた。 なお,阿部ら2)の

示した回帰式には単回帰,重回帰を含め数種があるが,こ
こではできるだけ少ない成分分析値でより精度の高い推定

ができることをねらって,OCC+Oaぁ るいはDDMを 用
いた次の3種の単回帰式を選定した。回帰式-1:TDN=
0563(OCC+Oa)+329,回 帰式-2:TDN=0407(0
C C ttOa)+345,回 帰式-3:TDN=0737DDM■ 149。
求めたTDN含量の推定値を表 3に示 した。

表 3 乾草及び牧草サイレージの推定TDN含量

TDN含 量推定方法
成分表  回帰式-1 -2 回帰式-3

ヘイキューブ給与時のTDN総摂取量の推定値と実測値
を表 5に示 した。各推定値と実測値は近似しており,推定

方法間及び推定値と実測値の間にはいずれも有意差が認め

られなかった。

表5ヘイキュー玲 与時のTD聡摂取量の比較 c/day)

牧草サイレージ給与時のTDN総摂取量の推定値と実測
値を表 6に示した。TDN総摂取量の推定値には,乾草給
与時と同様推定方法間に有意差が認められ,NQ 5,6のい

力 においても成分表>回帰式-1>回帰式-3の順とな
った。また,No 6では各推定値と実測値間に有意差力沼

められなかったが ,NQ5で は成分表による推定値と実測値

との間に有意な差が認められた。

表6揮
“

レージ給与時のTDN総摂取量の比較 lg/day)

注_異文字間に有意差あり。

これらのことから,本試験の乾草給与時のように乾草給

与量あるいは牧草サイレージ給与量が乾物総給与量の 2割

程度であれば,いずれの推定方法によってもTDN総摂取
量に大差はみられないが,牧草サイレージ給与時のように

その給与量が乾物総給与量の 5割以上になると,成分表に

よるTDN含量推定法ではやや過大評価となる可能性があ
る。したがって,乾草及び牧草サイレージのTDN含量の
推定法としては回帰式による方法力通 していると考えられ

るが,どの回帰式が最も適するかはここでは明らかにでき
なかった。しか し,現場への迅速な対応,TDN給与量の
精度などを考慮 して,回帰式を選択すればよいと考える。
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併給飼料のTDN含量は,一般成分分析値とトウモロコン
及び大麦のサイレージについてはそれぞれを単味で給与じ

て得た消化率,その他の飼料については日本標準飼料成分

表による消化率から求めた。

そして,TDN総摂取量の推定値は,各飼料摂取量にそれ
ぞれのTDN含量推定値を乗じて求めるとともに, 消化試
験の成績からTDN総摂取量の実測値を算出した。

3 結果及び考察

乾草給与時のTDN総摂取量の推定値と実測値を表 4に
示した。なお,消化試験 NQ2及びNQ3は 同一供試牛を用い,

連続して実施 したので同じ試験として処理 した。

TDN総摂取量については,いずれの消化試験において
も各推定方法間に有意差が認められたが ,各推定値と実測

値との間には有意差が認められなかった。実測値の平均値

は回帰式による値と近似しているものの,成分表による推
定値は実測値に比べるとやや高い値であった。

5224■ 357

牧草サイレージのTDN含量推定方法

6805■ 363α  6491■ 345υ  6307■ 334ε
6774」 L514α   6549こ L530b  6339JL547ε

6448■ 316

5982■ 741あε

表 4 乾草給与時のTDN総摂取量の比較

成分表  1]帰式-1 回帰式-3

2277■ 23F12008± 23′ 11796土

注.異文字間に有意差あり。
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